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鈴木　祐

　前回は、「アナログからディジタルの手順」や「音声のディジタル化」など
に関して勉強しました。
　今回は、「画像のディジタル化」に関して勉強を進めていきます。
「アナログからディジタルの手順」については難しい内容なので、忘れてしまっ
た場合は前回の放送を見直しておきましょう。
また、ディジタル化することによるメリットやデメリットについても、しっか
り理解していきましょう。

第4回

ディジタルデータの特徴

 コ  ンピュータの表現
　スマートフォンなどのディスプレイは、赤緑青だけでさまざまな色を表現している。
この赤緑青を光の三原色といい、頭文字をとってＲＧＢと略される。
スマートフォンのイメージセンサは、数百万から数千万個の小さなセンサが格子状に並ん
でおり、赤緑青３色の光の強さを判別している。

■ 画像のディジタル化
　標本化 → 格子状に並んだ区画（画素）ごとに、三色のフィルターを通った光の情報処 

理を行う。
　量子化 → 三色の光の強さを２５６段階の電気信号に置き換える。

（赤を 256 段階、緑を 256 段階、青を 256 段階の 16777216 色で表現できる、
これをフルカラーという。）

　符号化 → その電気信号を２進法の数値に置き換える。

　フルカラーは、コンピュータの中で１画素ごとに２４桁の２進法で色を扱っている。
２進法だと桁が多すぎるので、人が色を指定するときには記号＃の後に２桁の１６進数３
組で置き換える。
１６進数は、0 から F までの１６個の記号で数値をあらわしている。

今回学ぶこと

画像のディジタル化、画素、解像度、階調、

光の三原色、色のコード

番組を見る前に知っておこう
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 デ ィジタル画像のメリット
　コンピュータがディジタル画像の処理を行う際は、２進法のディジタルデータによって
処理されている。
　ディジタル画像の利点である情報の加工が容易という特性を活かし、色の指定や切り抜
き、複製、合成、回転、拡大・縮小などの作業が容易に行える。
　３DCG とは実際には存在しないものや撮影が難しいものを、コンピュータ上でディジ
タル画像として表現することができる。ディジタルデータなら、実写や３D データなども
組み合わせて多彩な表現が可能。

■ ディジタルのメリット
　・情報の加工が容易。
　・情報のコピーや伝達をしても、劣化しない。

■ ディジタルのデメリット
　・画質を落とすことなくコピーが作れてしまうので、著作権に留意する必要がある。
　・標本化及び量子化する際に、微妙な情報が失われる。
　・細かい表現を鮮明にすると、データ量が膨大になる。

 デ ィジタルが表現を変える
　これまでも技術の発展で様々な問題を解決している。
技術の発展によって、ディジタル表現は変わっていく。
動く立体図鑑や医療分野など期待される表現方法も開発されている。


